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’金属材料技術研究所

回転衝撃試験機

　材料の脆性，靭性を試験する手段として，工業

的にもシャルピー衝蝶試験が最も多く利用されて

いる。しかし，シャルピー試験法では原理上総て

の材料に対して同一条件で試験することが出来な

い，この点についてはMassの大きい固転円板に

よる衝撃は試料破断時の速度変化が小さく一定条

件で試験を行うことが可能である。また最近高速

に於ける塑性加工技術も非常に発達し高速変形に

対する試験法の確立も要求されてい飢

　これ等の試験の為の装概としては落重型，気体

圧利兀1のもの，火薬の爆発圧を」’日いるもの等の方

法が考案されている。これ等の内でも回転衝撃型

のものは取扱が容易で安定した精度が得られる。

　本研究所では金属材料の高速における脆性およ

び塑性加工性の研究のためにショッバー杜蚊回転

衝弊試験機を設置した。

　本装置の特徴を挙げると，

　　ω衝蝶速度5～50m／sの問を無段で2m／s

　　　の誤差以内で試験し得るo

　　12〕冶具の交換によりシャルピー，アイゾッ

　　　ト，引張の3砥の試験が可能である。

　　13〕荷皿測定」’目圧電トラソスミッターおよび変

　　　形量測定州光電トラソスミッターこよりオ
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　　　固転衝蝶試験機

ツシログラム上に荷重一変位山線を指示し

附属カメラでこれを記録することが出来る

　主な仕様を記すと，

最大衝撃荷重

最大エネルギー

衝撃速度（無段変速）

衝撃速度の最小目盛

術蜘こよる速度変化

　2，000

糸勺12．000

　5～50

　　　2

　8xA　■V2

kg

kg－m
m／s

m／s

％

（A＝試料破断に要するエネルギーkg・m）

測定し得る最大荷皿

測定し得る最大変形皿

　　　◇　　　　◇

2，000　kg

25　mm
◇



超高圧電予顕微鏡の金属への応用
　現在金困の研究に卿しい成果を挙げている旭顕による

巾1挾概察法も，山カでは化子線の透過能の閑係から．

100kV地顕の場合で数千A程度の厚さの試料しか使用

出来ず，従って寸法効果の著しい現象の迫跡には必ずL

も十分f、訓］川来る鮎火が得られるとはいえなかった。こ

の点に関して，数年来一部の人々の閉で砥子線の透過能

を増して，より厚い試料を観察出来るようにとの努力が

なされて来た。そのためには，試料汎度を下げるとか，

大きい絞りを使用するとかのプフ法もおるが，宛子線の加

速電圧を増す方法が最も効果白勺でおり，Lかもそれによ

って，1）分解能の増加，2）制限視野の小さく出来るこ

と，3）解像能の高い1暗視野惚が得られること，4）試料の

汚染及び打脇の滅少，などの大きい利点が余効果として

得られる。金属物理研究部では早くからこの点に着目し

て、超高旧’匡顕の州発応用に努めて来た。その間粁余川1

折があり，現在なお魎々の閉魍点を残してはいるが，一

応基礎性能の検査も終り，ようやく金胴分蜥への応用を

始め得る段1…皆に到達したので，ここにその1，2の応用．

例を報告する。なお以下述べる緒果は，吾々が金属用と

Lて常用する傾斜回転，加熱．引張などの附嗣装置に共

用1』．昧る20mm孔径のレソズを用いて得られたものであ

る。

　まず超高圧電顕の場合に，金刷こよってどの程度の厚

さのものが使用川来るかについては，伍子線の非ij榊1倣

舌Lの皮合いの異なるアルミニウム，鉄，ステンレス鋼及

び銀を用いて・それらの蛮閉r部に現われる第1図の如き

等厚干渉納の強度分布から電子線の透過能を実測（第2

図参照）して，同時に第3図に見られるように等厚干渉

縞（縞の数から試料厚さが求まる）と内部組織との関係

からどの程度の厚さ迄組織が概察出来るかを検ぺた。加

速冠庄の増加によって電子線の透過能の珊加する現象は

第！図から直観的に判るが，それらを具休的に示すと次

のようになる。〔A〕電子線の透過能は原子箭号の大きい

金属ほど弾性散乱の場合の理論値に近ずく。すなわちア

ルミニウムで450kVにおける透過能は100kVでのそれ

に比して2．36倍。鉄及びステンレス鍋の場合には2．34倍

　　ム
＾6000r

辻
、5000’

…；4㎝

ε

．窒3㎜

’…2000

←1OOO

：套」、㎞、㎞≡11千11

（200〕r日fl㏄1ion1

　　　　　卓

　　　　　　　　了1　111
　　　　　　　　1　1　　1　11kV
　　　　　160　　　150　200　　　　300400450

図2

　　　　200
　　　　　　　　　　　　　　　　　（λパ
　アルミニウムとステソレス鋼における冗子線の透

遇能の電圧依存性

となるo〔B〕アルミ

ニウムは欽及びステ

ンレス鋼に比べて約

2．3倍透過し易く，

砥子線の異常透過現

象を利用すると3倍
程度透過する。〔C〕

第3図のステソレス

鋼のε柵での干渉縞

から判断して，鉄系

金屈では数十五程皮

の椛造が観察卜I＝昧る

試料の厚さは、　450

kVで約1μ程度。

アルミニウムだと3

μ程度のものが使用

出来る。この他，こ

の電顕では12A程度

の椿子縞は比較的容

砺⊥600L市二

蛾籔　　　　一、し．　　　　、　，　　　　、！　　　　　■　　　　　1　　　　　　　　＾　　　　’’　　　■　　，．r’　，

洲｝，
　　　　　　3

凶3　ステソレス鋼の200反1蛸の
　1暗視野f象

．山商叢

繊・・’・　・

鰐鰯　　　　　　　一㌔， ’舳｝

　　　一　　　　　・榊・j、、．鰯、1．r

’’　　　　’

與　翻．灘’串．・彗、＾。雛．．嚢
．二・鰯．婁二濤 　　．鱗

図エ　ァルミニウムの200反身の等μ千渉紬の1圧日三依存性アルミニウムの200反刎の笥〃■1渉請．」の■じ圧依存性

易に撮影出来，暗視皿干像の解像能も第4図に見られるよ

うに現在ほぽ閉視州象のそれと1司程度のものが得られ

（以下4頁へつづく）
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螢光線分析法によるNb－Zr－Ta合金の分析

　蛍光X線分析法とは，試料に強力な逃紬1‘X線を

照射して，試料より発生する特性X線を測定する

；りi＝により分析’を行なう方法であるo

　この方法は湿式化学分析法に劣らない精度を有

し、湿式化学分析法で分麟の胴難た元素を分析す

る場合には非常な｛チ，セカを舵抑するo

　他の機搬分析と同様に，標堆試料を必要とする

が試料は液体，粉体，固体のいずれでもよい。し

かし測定W竈は一定に規格化する必要があり，でき

るだけ大きい鄭が望ましし・o

　ところが澱近になって注国されている希有金属

等の禽金は，電予ピーム熔解等により艘遊され，

これをカ1’江して研究に朋いるため，分析に使舳｛l1

来る試料は概少推の断片であり，分析に般適の試

料を得る事も標準試料を入手する蔀も不可能であ

るo

　金属化学研究部化学分析塞では，商濃度組成禽

金の分析精度向上に関する研究を行なっている

が，その一環として棚．少銃の試料を∫口いる爽魎の

研究を行なった。

　試料の調整方法は，溶液法，粉末法が考えられ

るが取扱が容易な粉末法を採∫’口したo

　標准試料は，各々の酸化物を国的とする縦成と

なる様に磁総ルツポ巾にはかりとり，ピP硫酸ガ

リウムと約600．C附近で融解後，200メッシニ。以

「ζに粉砕した後1，000k9／cm2で試料容縦中に加1

圧成型して蛍光X線の測定に供した。

　試料は一定最を磁撚ルツボ中にはかりとりぱい

焼後，標雄試料と岡様にして作娘したo

　この方法により，蛍光X線強度は精度よく測定

づ一る；Jτヵミ”．．…到（るカミ，　マトリックス効」タ～暫こより1灸」止

線の誤養分散が大きいのでTaの内榊黎雅にWを
j下1い、Taの検上11：にTaL、、／wL．1を，zr／Nb斗zr

の検批にZrK皿／NbK岬をJ’l1いた縞果，つぎに1望1示

する様な良好な検最線が碍られたo

　以」二の様な方法で試料の調蚊をすれ＃麦，試料と

添加した内標堆とは均一に混合希釈され，共存元

素の膨響なく高精度で分析する箏ができる。

　方法の蜘1洛は次の泌りであるo

　……式＊斗0．5g　を…滋搬ルッポ叶1はカ・≡）とり、　｛丈い妙ε

幽．
lMK藺．

　6，0

　4．0

　2．0

　1．o

蝸州∵
　　　　／

　　　　O，2　0．4’’’皿’’61’春

　　　　　　　　　茎η、、
　　　　　　　　詞b－tZn

、1丁固L血

iWLo　　　　　　　Taの校搬綴1．箏

　1・21’

1・Oi

・．・1

：1：t

O．2 ／
／

〇一8　　1．O

’20　’」二めll1二』」■’’一’’一60’L　山」’菖O

　　　　了ヨ（％〕

後，内標雌として200mgの酸化タソグステソを

加え，10gのピロ硫酸カリウムと共に約600oCで

融解する。冷却後200メッシュ以下に粉砕し！，000

k9／cm2でカ1’1月三成型して蛍光x線強度比を測定

し検二艦二線により含有二獄を求めるっ

　次表は本法により分析を行なった一例を示した

ものである。

　　　　　　　Nb－Zr－Ta含金の分析縞災
一

概 雌1 伽（％）
；

≡
分析他（％）1 薙（％）

㎞」…1■… 1 ■■’止1 1 … 皿　皿　… ■

Nb Zr Ta Zr Ta Zr Ta
86．9 13．7 13，4 一0．3’

55．2 5唾．8 5皇．5 一〇．3

12．7 87．3 87．3 0．O

86．2 13．8 13．9 斗O．1

39．8 60．2 59．9 一〇．3

玉6．6 83．遁 83．O 一0I4
87，5 12．5 12．5 0．0

51．3 48．7 鯛．8 十0．1

9．7 90．3 90．7 令O．4

75．8 王o．4 13．8 ユo．4 ユ4．O o．o 斗O．2

28．2 35．6 36．2 35．4 36．1 一〇．2 一〇．玉

ユ4．5 21，8 63．？ 21．5 63，6 一一〇．3 一・・c． 王

5．3 6．4 88．3 6，6 87．8 十〇．2 一e．三

3　一



昭和39年度年
昭和39年度海外搬張

表

老

出張者氏名1 出発年月日 燃園年月虜 止1．1張・先園 1」．1　　張　　1ヨ　　約

迦禽ヨ＝三璽 各禺の連続鋳造披術の秋究状況槻察，及びドイ
荒木　　透 39．4．26 39．6I8 ベ　ル　ギ　｝ ツにおける鏑の鋳遊，カll］二冶金の狐礎研究と応

西　ド　イ　ツ 用］二業研究との協力の炎態詞局査及び洲多。

P膏　ド　イ　ツ ドイツ金1賦学会大会及びiゴソドンでの第61［1金

禰木字一 39－5．17 39．6．17 地介三1三胴 賦劾’拠11■胴芋祭会；榊”1■1■：。ヨーロッパにおける

フ　ラ　ン　ス 鍬争1繊洲系邪の鮒究状洲火態．冒1’ll1介のため。

星蜥　1挑彦 39．7．11 40．4，2 フ　ラ　ソ　ス
フラソス鉄鋼迦慨において鉄鋼の熱処理に関す
る鮒究のため。

鈴水敏之 39．8．28 40．7．3！ アメリカ禽衆国
ミネソタ大学大学1院における金1一貝二111学榊こ砿気
磁気材料の何㍑の為。

アメリカ合衆露 アメリカ合衆融匡びにヨ岬ロッパ各地におげる

戸部鮭次郎 39，9．11 39．10，11 1“イツ，スイス 国立試験研究機関の管理カ武に1装jする試験研究

迦含王鰻 のため。

依　固　迦平 39．11、玉O 40．4．2 アメリカ合衆圏
触耐熱念金と1鮎火金鰯の・ヒl1能陶上に1菊する基礎
白勺及び応jw舳胱のため。

　　　　　　昭和39年度見学老一覧

　　　　　　　　　（沼三）　海外及び学会からの主な児学老

日付　　　見学老と主な帥勺

4I21Comel1大学教援Dr．L．R．Gemen氏外1名，
　　　研究設争欄と砲『究斗犬況槻察

4，24申国金鰯学会常務理甑コ三鉄雲外逆名，研究状況

　　　と設鮒を見学した旬

5．　8　米騒Unヨtron祉祉長Dr．Finn氏，光学機・械の

　　　金繊物鯉冶金学への応月’1鮒究を融■1査した。

5．王3R．C．A社概究所副所長Dr．H．W．Lexer㎝g外2

　　　名，破究設舳と研究状況の槻察。

5・22　フィリッピソ国際科学1州発委負会上級科学宵

　　」Mts，Leticia　Bri11o　MerceIo，研究状況の槻察調

　　　査

6．1互　M工丁教綬Dr，M，Cohen外6名，　概究状況を

　　　概察。

7．　6　米国Battele　Memorial　Inst1tute　Ml・．B－C．

　　　Al1en，非鉄金1■冤の研究状沈を並に兄学。

7．21」自醐班コニ…装会材料’委・箆会20名，設備と自醐車j≡冒

　　　材料の破究状況を兇学o

7．28　氷園Jet　Propulsion　Labo．Dr．D．B．Fischback，

　　　金鰯物魁の恢究設鮒と研究状況を兇学。

8．　5　独Max－P王mk　Inst．釦r　Meta1王．Dr，Hinzner，

（2貢からつづく）

る。従って．金賦への本榊ヨ勺な応j≡目は華千胴装縦を使月ヨす

る今後に測jしてはいるが，理在判っただけでも，趣脇圧

化蜘は1）伝位の分布とか傍波の汕1腱，2州1火鮒の師獅の

判別，3）微紳㈱造の鮒究，などに訓三常に有効である。

　　　金胴の塑性についての研究状況を記周査。

8．6　日本分析化学会6C，分析1裏1係設伽iを1半1心に研究

　　　→犬況を児学o

9．30　中国アルミニウム代表圃5名，到…鉄金燭を中心

　　　としナこ禰r究設伽…と硯干究斗犬言冗を穆邑裟ミ詞蜀査

11－1ユ　米U．S．　福ニモ台金＝禰『ラ芒マネジャーDr．I〈．J．Irvine

　　　外2名，研究状況の調査

u－16　Kmpp杜Mr．U1man，研究設舳iと研究状況視察

u－26　米，襲■徽■棚『究脇会L－Mc　Donald　Schetky

　　　氏，研究設捌肯の見学，研究状況についての懇談。

1互．

！2．

12．

ユ2．

ユ2．

40．

27　日本、工学会45名，研究設燃と研究の状況を児学

8　川崎特殊溶接専修学校30名，溶披関係の研究設

　燃を1キ1心芋こ見学o

3　中園金鰯カ■1工代表1豆1i6名，研究設備と研究状況

　を机察。

9　ソ連邦溶綾披術代表団7名，溶接関係の破究設
　・鮒と禰『究斗犬抄証を拙工劣萎

24　1・1催燃艦代刻司・16名，溶披i蜘系の；胴ピ設鮒と研

　’究→欠沙己を袴と察

互・29　日本訓…破壊オ灸査脇会会員50名，研究設燃と砲r

　　究状況児学

40－2－16仰奈川県二〔業教育研究会機械部会機械科教貴

　　　50名，研究設蜥と研究状況見学。

40，3，8　ベルリンニ〔科大学パウレック教授，研究設釧苛

　　　　　と研究→犬況槻察。

4C．3．23　ウェHルス大学博イド教授，研究設倣と研究
　　　　斗人汐辻を社ム劣｛

40－3．26　i．l11推人民共和国化学機械■考察1＝jll1舳毘鴫氏他2

　　　　名．倣究設蜥及び概究状況を視察

　　　　　　　　　（逝准跳79別

崩一映煎発行人　音　　木j’　　　浩

印　　脳奥村印刷株式会杜
　　　　　　　　束京郁一千代困区酬畑王の10

推　行 所科学技術庁金属材料技術研究所

來京・舳…嚥区刺…1黒2丁目300番地

　　磁誘園黒（7工2）3181（代表）
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